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1．はじめに   

Mathサービスとは、様々な数理的  

手法をインターネット上で相互利用す  

るための枠組みとして、現在構築中の  

ものである。WebサーバーとWebブ  

ラウザとのHTMLを用いたやり取り  

は、テキストデータの相互提供を実現  

している。これに対しMathサービス  

Mathサービス  

ブラウザ  

図1：Mathサービスの仕組み  

ある（図1）。それぞれ、通常のWWWにおける  

Webサーバー・Webブラウザ・HTML文書に相  

当する。MathサービスサーバーはWbbサーバー  

上に構成され、データのやり取りや処理の実行、  

その制御等を行う。ブラウザは、専用のMathサ  

ービスブラウザあるいは、通常のWbbブラウザ  

を用いる。携帯情報端末からの利用も可能である。  

ただし、専用ブラウザ以外では機能に制限がある。  

サービスは、インターネット上に配置されたⅥ砧b  

サービスとしてのプログラムや、処理方法等を記  

述したⅩML文書である。   

開発は主にWindows上で行っているが、ホー  

ムページが閲覧できる環境であればサービスの  

利用は可能である。サービスの提供についても、  

Wbbサーバー、あるいはWebサービス対応のサ  

ーバーが動いていればよい。   

Mathサービスの枠組みのもとでは、作成した  

プログラムを容易に公開することができる。たと  

えば、メソッド型サ⊥ビスの公開手順は以下のよ  

うになる。まずプログラムをⅥねbサービスとし  

て実装する。あとはその実行に関する情報を記述  

した MathSDL（MathServices Description  

Language）文書をWbb上に用意するだけである  
（現バージョンでは、サーバーへの手動登録も必  

要だが、将来は自動化を予定）。これだけで、他  

の者が専用（あるいは汎用）ブラウザを用いて利  

用することができる。なお、Webサービスは開発  

環境さえあれば容易に作成可能なものであるし、  

また、MathSDLとはⅩML言語の一種なので、  

最低限テキストエディタがあれば記述できる。   

線形計画問題に対する単体法を呼び出した様  

は、アルゴリズムやプログラム、それ  

らの組み合わせの相互提供を実現する  

仕組みである。これは、Webサービスとしてイン  

ターネット上に置かれた各種プログラム等を、そ  

の付加情報とともにMathサービスという統一的  

枠組みのもとで利用することにより実現させる。  

表1にMathサービスの概要を示す。  

サーバー   Mathサービスサーバー（Windows  

2000 Server ＋ IIS ＋ ．NET  

Framework）   

ブラウザ   Mathサービスブラウザ（Windows98／  

Me／2000／ⅩP＋．NETFramework），  

Webブラウザ（Windows，Unix，PDA，  

携帯電話）   

プロトコル等  HTTf，＋Webサービス（SOAP，WSDL  

等）   

記述言語   MathSDL，MathAI）L，各種プログラ  

ミ ング言語等，ⅩMLSchema，  

MatbML，SVG   

サービス型   メソッド型，アルゴリズム型，ドキュ   

（種類）   メント型，データ制御型，関数型，ス  

クリプト型   

その他の機能  サービス検索，アクセス制御，ビルト  

イン・サーバー，ビルトイン・サ⊥ビ  

ス，名前空間による分類，分散処理   

拡張性   カスタムコントロール，サービス型，  

クライアントの種類  

表1：Mathサービス概要（実装予定を含む）  

2．Mathサービス   

Mathサービスの主な構成要素は、Matbサー  

ビスサーバー・ブラウザ・各種サービスの3つで  
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子を図2に示す。MathSDLのURLを入力する  

と、自動的にデータ入力画面が生成される。デー  

タ入力後、実行用のボタンをクリックすることで、  

Wbbサービスが呼び出され、結果が表示される。  

・各種入出力コントロールのサポート  

・MathMLによる数式表現  

・SVGによる図の記述  

・ビルトイン・サーバー   

（サーバーの機能を一部内蔵）  

・ビルトイン・サービス   

（サービス自休を一部内蔵）   

・サービスのキャッシュ  

数値データの入出力はもちろん、数式やグラフの  

入出力等にも対応する。ビルトイン・サーバーや  

ビルトイン・サービスの機能により、独立した利  

用もある程度可能である。   

なお、前述の通りMathサービスの利用はこの  

専用ブラウザに限定されるわけではない。機能は  

限定されるが、PDA等からも実用レベルで利用可  

能な形態を目指している。  

5．サービスの呼び出し   

サービス呼び出しの仕組みについて概略を述  

べる。  

（1）サービスが記述されたMathSDL文書のURL  

をブラウザへ入力すると、ブラウザは対応するサ  

ービスの呼び出しをサーバーへ要請する。ただし、  

同一URLに複数のサービスが記述されている場  

合にはサービスのリストが返されるので、そこか  

らユーザーが選択後、呼び出しをサーバーヘ要請。  

（2）呼び出し要請を受けたサーバーはMatbSpL  

文書に基づき、サービスの利用画面をMatbSML  

文書として自動生成し、ブラウザヘ返す。  

（3）ブラウザは、MathSML文書を受け取り、利  

用画面を表示する。ユーザーはデータを入力後、  

実行ボタンをクリックする。ブラウザは入力デー  

タをサーバーへ送りサービスの実行を要請する。  

（4）サーバーは必要に応じてWbbサービス呼び  

出しを行い、サービスを実行する。そして結果を  

ブラウザへ返す。  

（5）ブラウザは返された結果を画面に表示する。  

6．おわりに   

まだまだ未完成のMatllサービスであるが、  

この枠組みのもとでは自由にかつ容易に数理  

的手法をインターネット上に流通させること  

ができる。より高度な機能を提供できる枠組み  

へと発展させていきたい。  

図2：利用例（線形計画問題）  

3．Mathサービスサーバー   

Mathサービスサーバー本体は複数のⅥねbサー  

ビスとして実装されてい′る。主な機能は次の通  

り：  

・サービスの解釈と呼び出し  

・サービスの実行制御  

・ブラウザ用UI情報の作成  

・Ⅵbbブラウザの制御  

・サービスの検索  

・アクセス制御  

サービスの実行に直接関係する部分は、各サービ  

ス型に応じた実行エンジンで制御される。このエ  

ンジンもまた独立したⅥ屯bサービスとして実装  

されており、サービス型の追加も容易にできる。  

4．Mathサービスブラウザ   

Mathサービスブラウザは、数学向けの様々な  

入出力機能を強化したMatllサービス専用のブラ  

ウザである。ⅩHTMLに似た専用のマークアップ  

言語MatbSMLを解釈する。主な機能を次に挙げ  

る：  
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